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敷地の中にお茶室があります。


ここ、時間借りできるんですが、僕が借りても


昼寝ぐらいしかできないんで。


今日は外から眺めるだけ。


 


とはいえ、こんなにじっくり、あっちからこっちから、


お茶室を見たのって初めて。
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←こっちににじり口があります。　　ほいでもって↑炉がここに。


↑ここに軸とかをかけるんでしょうか。


となると、亭主が座るのって→の奥の方？


性根の悪そうな木使ってるなあ。


なんてことを想像しながら、、、、。


 


もちろんこの辺りに、「入らないでください」って札があります。
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色彩の無い室内と、緑が鮮やかな屋外の対比。


そして茶碗の中の緑。


 


緑の中に閉じ込められた茶室。


緑を閉じ込める茶碗。


 


手の中で、反転する宇宙。
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爪で掻いたような跡が、、、。


”「　”部分に指を添えるだけでいいはずなのに（笑）
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前の頁でなんだかんだ書いてた部屋が→になります。
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普通だったら、自然光でこういう光の入り方ってありえないですよね。


手前からと奥からの光が交錯するとか。


 


茶室の外の、塀の反射光が来ているのだと思います。


頭使うなぁ、今日は。
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←こっち側にいました。


四角だけでできている部屋。


単調になりそうだけど、この柱↑がいい。


 


群像画の中に、画家が自画像を書き入れるのに似ているかも。


そのことで、その絵は特別な意味を持つ。
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装飾の無い平板な壁や畳から引かれた線が、


この炉の右隅に集まってくる。


この茶室の精神性の、凝集を感じます。
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雨の翌日でよかった。


晴れるとまた、違う趣きなんだろうなあ。
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出やがった！
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堪能しました。


 


このあと、鴨居に頭をぶつける。
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瓢亭さんですね。


一生ご縁は無いと思いますが。
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松の膚と石畳が相似しています。


夜、灯篭に火を灯すとどんなだろう。
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盆庭


 


玄関先に置いてはりました。
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これ好きなんです。
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今日の鍵


何年ぐらい前からここにぶら下がってるんだろう。
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なんか雰囲気ええわ、ここ。
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鴨川沿いに戻ってきました。


この両側には床が張り出しています。


表はどうなってるんやろう？
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まだ午前中やで、君ら。


ここに並び出すのは夕方から。
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割ときっちり着付けしてもらってはるけど、


ちょっと首のところが抜けすぎてる気が、、、。


まあ、でも、ええ思い出になるでしょうね。


 


今日はここまで。
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